
 

ＪＲ北海道の事業範囲見直しに係る関係者会議（第５回）会見録 

 

                   日時：平成30年12月24日(月)14:55～15:15 

                   場所：３階エレベーターホール 

（進行者） 

 はじめに、六者会議を終えての感想などについて、知事、市長会長、町村会長から順番に

お話を頂きたいと思います。まずは、知事からお願いします。 

 

（高橋知事） 

 冒頭、お話をさせて頂きます。本日、５回目の関係者会議を開催をさせて頂きました。マ

スコミの方々にも、クリスマスイブ、三連休の最後の日に取材頂いたこと、心から感謝を申

し上げます。 

 今回の５回目の関係者会議におきましては、持続的な鉄道網の確立に向けた地域の支援に

ついて、その１つとして、平成３３年の法改正を視野に、法的根拠や地域が現実的に負担可

能な支援額、地方財政措置などの課題について、引き続き、関係者で検討を続けること。 

 ２つ目として、維持困難線区を持続的に維持していくための仕組みについて、検討するた

めの場を設置すること。 

 ３つ目として、平成３１年度及び３２年度については、地域独自に緊急的かつ臨時的な支

援を行うこと。 

 この３点について、私の方から提案をさせて頂き、菊谷会長、棚野会長のご賛同をいただ

きながら、出席者で今後の方向性について、大枠を確認させて頂いたところでございます。 

 そもそもこの支援につきましては、今年の７月下旬に国交大臣から、ＪＲに対する経営改

善についての大臣発表というのがございまして、その内容が、なかなかわからない部分もあ

って、ご説明して頂くために、８月にこちらで関係者会議を開き、その時にこの３人で。違

いますね、７月２１日の大臣会見の直後に私ども３人でコメントを発出させて頂いたところ

です。 

 主として、１点目は法的根拠、要するに地域が何で支援をするのか、その根拠をどのよう

に考えるのか、２番目、我々道内自治体は大変厳しい財政状況にある中で、我々が負担可能

な支援規模であるのかどうか、そして３点目は、それを実行するために不可欠な地方財政措

置がどうなっているのかということを、７月から私ども３者の共同の問題点として申し上げ、

これまでも会議で様々な議論を深めてきたところでございます。 

 まず、この負担可能な金額ということにつきましては、これは地域で決めるべきものと、

鉄道局長さんが見解を先ほどの会議で述べられた通りでございまして、また地財措置につい

ては、強く求めてきたのでございますが、なかなかスキーム調整がして頂けなかったのが、

非常に残念でございます。 

 また、根拠のところについては、様々なご説明、先ほど皆様方フルオープンでお聞きにな

られた説明を鉄道局長さんの方から頂いたところでありますが、道議会も常に、そして私ど

も自身でも申し上げてきたところですが、この広大な北海道、すなわち２２もの県がまるご

と入ってしまうようなこの北海道における地域の鉄道というのを、他の県の地域の鉄道と同

様に扱って頂くのがいかがなものか、やはり広大な北海道という特性を踏まえた制度構築を

ぜひして頂きたい、ここの議論というのは常に平行線で、なかなかまだ噛み合っていないと、

このように理解するところでございます。 

 お手元の紙にあるとおりでございます、ＪＲの経営は、９月の地震災害の影響もありまし

て、極めて極めて厳しい状況に陥っておられるところでありまして、こういった状況に鑑み、

私ども道と市町村、これから個々のご説明を丁寧にやっていく必要がございますが、地方独

自の支援として、法改正までの２年間の緊急的かつ臨時的な支援を行う方向といたしたとこ

ろでございまして、支援額など詳細については、引き続き検討を我々、地域の間で進めてい

かなければならない、こんな風に思っているところでございます。 

 また、維持困難線区を持続的に維持していくための仕組み等について検討を行う場の設置



 

につきましても、皆様方と確認をいたしました。今後、国やＪＲ北海道などの参画のもと、

道が中心となって、市長会・町村会や関係市町村の皆様方とともに、検討・協議を進めるこ

とといたしたところであります。 

 今後というところで、最後に３点申し上げたいと思います。１つ目は、平成３３年度に向

けて、ＪＲ北海道には、更なる徹底した経営努力を求めるという点であります。そして、地

域としっかり向き合って頂きたいという点であります。 

 ２つ目ですが、道としましては、地域の関係者の方々と協議を進めながら、利用促進の取

組をオール北海道で展開をしていきます。 

 そして、３つ目といたしまして、持続的な鉄道網を構築していくための仕組みなどについ

て３３年の法改正を視野に、更に国、ＪＲ、地域と議論を深め、地域交通と公共交通ネット

ワークの確保に向け、菊谷会長、棚野会長とともに全力で取り組んでまいります。私からは

以上であります。 

 

（道市長会 菊谷会長） 

 知事からお話あったとおりでありますから、取り立ててございませんが、やはりこれから

が本当の始まりだなと実感をいたしました。人口減少など様々な課題を抱える中で、地域公

共交通をどう守るかというは、今まさに始まったなという実感であります。それだけに、地

方にとって財政負担というのは、なかなか難しい問題でありますけども、我々は知事の決断

に対しても是非協力していきたいなと思っていますので、それぞれ沿線自治体も含めて、や

はりきちっと説明していただければご理解していただけるのではないかと、このように考え

ております。以上です。 

 

（道町村会 棚野会長） 

 ただ今知事のほうからお話がありましたので、もちろん重複は避けますが、知事の先ほど

のお話、今日までのいろんな経過を踏まえた中で、今後どうあるべきかということ、非常に

ありがたく思っております。そういう中で１点だけ、やはり負担の関係でありますが、知事

から苦渋の選択というお話がありましたけれども、緊急かつ臨時的というこの措置でありま

す。我々は、２年間は国の制度の中という思いで強く訴えてきたわけでありますが、しかし、

事ここまできた中で、やはり我々もしっかりと理解をして進まなければならない時を迎えた。

そういう中であって、この負担については、やはりＪＲの赤字の補填ではなくて、前向きな

利用促進の支援なんだと、こういう形の中で、そして知事とはしっかり相談しなければなり

ませんが、やはり負担の重さというのがあるものですから、３年後のこともあるものですか

ら、そういうことを十分踏まえた中で、できるだけ地域の負担が少なくなるような、そうい

うこともお願いをしながら、理解を得ながら、今後協議を進めてまいりたいと思いますので、

よろしくお願いしたいと思っております。 

 

（進行者） 

 それではご質問をお受けしたいと思います。ご質問される方は、所属とお名前を仰った上

でご質問をお願いいたします。 

 

（ＮＨＫ） 

 緊急的かつ臨時的な支援、議会でも知事は定時性、利便性、快適性の経費と仰っていまし

たが、具体的にどのようなことをイメージされていますか。 

 

（高橋知事） 

 対象経費の中身についても、これから市長会、町村会との議論でありますが、全道のそれ

ぞれの線区の状況を見極めながら、利用促進を図る上で、もうちょっと利便性を高めるほう

が良いんじゃないかというような、車両の改良であるとか、あくまでも利用促進に資するよ

うな設備投資、そういった経費をこれから検討していく、そのためにはＪＲさんとの協議も

必要なんでしょうし、国との協議も必要であると思うわけでありますが、そういった形で対



 

象経費については、見極めをしていくと同時に、金額については、これはやっぱり先ほどの

会議でもお話ししましたとおり、我々が地財措置のない中で負担できる金額ということで、

それぞれの議会の理解が得られるような、そういったものに止めておく必要があるのではな

いかと、このように考えております。 

 

（ＮＨＫ） 

 先ほど、お話し合いの最後のほうで、知事は３３年以降についても支援なり協力なりを、

市長会なり地域に、町村会に求めたと理解してよろしいでしょうか。 

 

（高橋知事） 

 はい。そうです。ただ、その前に国の支援の根拠である法改正、これがどういうものにな

るのかということにつきましても、私どももしっかり検討し、必要な提言を国交省にやって

いかなければならないというふうに思っておりますので。そういったことと並行して、そう

いった結果を見極めながら、３３年以降の我々の国と協力した支援のあり方について、検討

を深めていくと、そういうことだと考えています。 

 

（ＮＨＫ） 

 もう一つ。菊谷会長が先ほど、やっとスタートラインに立ったと仰いましたけども、今日

で六者会議も５回目になり、破綻して２年ですけども、かなりの時間が経ったと思いますが、

この間の議論の意味と、今後についてどうお考えですか。 

 

（道市長会 菊谷会長） 

 やっとはじまったなというのは、いままではスキームだとか理論的な話が多くて、具体的

な内容に進むというのがはじまったと思いました。 

 

（ＮＨＫ） 

 なかなか時間がかかったんですけど、今後もっとスピーディーに話をしていかなければな

らないのではないかと。 

 

（道市長会 菊谷会長） 

 さっき申し上げたように、人口減少とかすごい速度で今地方は襲われていますから、この

ようなゆっくり感は無理なので、相当な勢いで進めないと追いついていかないというのが私

の実感でございます。 

 

（ＮＨＫ） 

 棚野会長にもお伺いしたいのですが。 

 

（道町村会 棚野会長） 

 私は今までがゆっくりだとは思っていないんですよ。これ、一線一線の話ですと、こんな

に時間はかかっていないわけです。いきなり北海道半分の、全ての路線が対象になるような、

今回の厳しいお話ですから、やはり今までの歴史的な経過、あるいはまた地域性、いろんな

ことがあるわけですから、それを一括りにして、ゴーというわけにはいきません。ですから

今日までは、我々は知事の声に、ここはしっかりと時間をかけて、地域の話を聞いて、慎重

に進めてほしいということを常にお願いをしてきましたので、ここまできて、少しは今、菊

谷会長が仰ったように、いよいよ各路線の本格的なこの負担も含めて議論が進んでいける環

境に来たのではないかと、そういう風に思っております。 

 

（高橋知事） 

 地域が独自の支援を行うということを決断をした。このことは今段階で初めての事であり

ます。勿論、その中身は詰めて行かなければならない訳でありますが、来年度予算に向けて



 

検討できる期間は短いので、それぞれの市役所、それぞれの町村が、それぞれの議会と向き

合って議論していかなければならない。これをまずスピーディに目の前で進めて行かなけれ

ばならない、この様に思います。 

 

（進行者） 

 ほかにご質問はございすか。 

 

（北海道新聞） 

  ２点お伺いしたいのですけども。今回の緊急の支援というのは、支出するのは北海道全１

７９市町村を想定されているのか、あるいは維持困難線区の沿線を５０とか、６０市町村を

想定されているのかということと。 

 利便性を上げるための支援ということですけども、ＪＲ北海道さんがバス転換を前提とし

ている留萌線ですとか、根室線の富良野・新得間ですとか、そういった路線についても、充

当することは考えていらっしゃるのか、この２点をお伺いしたいのですが。 

 

（高橋知事） 

 １つめの市町村の範囲、ご負担をいただく市町村の範囲につきましては、私は現時点にお

いて沿線自治体の方のみを想定しておりますが、ただ今日初めて、こういった事の意思の疎

通を三者の間で行いましたので、市長会の中でのご議論、あるいは町村会の中のご議論、そ

ういったことを踏まえての範囲だと思う次第であります。 

 後者の話につきましても同様でありまして、私どもは、それぞれ我々は道議会との議論が

重要でありますので、そういった事も踏まえて方向性を出して行きたいと、こういうふうに

考えております。 

 

（読売新聞） 

 来年度予算の編成に向けて協議を急いでいくというお話ですけども、どういう形、どうい

うメンバーで、たぶん残り時間は１ヶ月くらいしかないと思いますけども議論していく予定

なのか。何か公の会議体みたいのを新たに設置したりとか。 

 

（道町村会 棚野会長） 

 地域はこれから入らなきゃならないですよね。 

 

（高橋知事） 

 そうですね。 

 

（道市長会 菊谷会長） 

 まず道で原案を作ってもらって我々市長会、町村会に限らず、沿線自治体の会とかに説明

しながら了解いただくという形になると思いますけどね。 

 

（高橋知事） 

 それを決めるための特別の協議体というのは、今のところは想定はいたしておりません。 

 

（道町村会 棚野会長） 

 我々として知事にお願いしたいのは、やはりここまで来たのだから沿線の自治体、対象の

路線を入れていただかなきゃならないと、これからは思っております。 

 そこはよろしくお願いしたいと思います。 

 

（進行者） 

 はい次の方。 

 



 

（テレビ北海道） 

 あの、２番目に記載されています「検討の場」ですが、どの様な枠組みで、いつ頃に設置さ

れて、今ある六者会議と、どういった点が違うのかというのをお聞きしたいのですが。 

 

（高橋知事） 

  そうですね、今申しました、まず来年度、再来年度、少なくとも来年度の我々地域独自の

支援の中身を詰めることは最優先課題でありますが、その後の３３年度以降の法改正を視野

に入れた形での検討・協議の場というのは、これまで有識者の先生方、あるいは市町村の方々

など、勿論、ＪＲさんにも入っていただく形になると思いますが、それと国も入っていただ

く事を、私は想定しておりますが、そういう協議の場というものを設定をし、国からは法改

正の作業の状況なんかも適宜入れていただき、また、私どもは道議会での議論の状況、ある

いは市町村の皆様方のご意向を持ち寄って議論を深めていくと、そういう協議の場というの

を想定いたしておりますが、具体的には、これから道議会での議論なども踏まえて、検討の

場の設置を考えて行きたいと考えております。 

 

（進行者） 

 この後、用務もございますので。 

 

（釧路新聞） 

 すいません。今の件のスケジュールなんですけども、選挙が終わってからの新年度と考え

てよろしいのですよね。それとも年度内というふうにお考えなんでしょうか。 

 

（高橋知事） 

 検討の場は来年度ですかね。 

 

（道市長会 菊谷会長） 

 新年度ですよね。 

 

（釧路新聞） 

 もう一つの方も新年度ですか。 

 

（高橋知事） 

 予算の方は今から一生懸命に議論をしないと、あの、どの所に落とし込むかということは、

結果としては、来年度になるかもしれないし、今年度中になるかもしれませんが、それは各

地域のご議論の状況なんかも踏まえて判断していくということになる。 

 

（進行者） 

 用務もございますので、これで終了させていただきます。 

 

以上 

 


